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(57)【要約】
【課題】
　照明器具のグローブを大型化することなくグローブか
ら均一に発光可能な環状の基板の中央部にＧＸ５３口金
を有するランプ装置およびこのランプ装置が装着される
照明器具を提供する。
【解決手段】
　ランプ装置１は、中央部に開口６を有する環状の基板
７および基板７の一面７ａ側に設けられた半導体発光素
子８を有する発光体２と、半導体発光素子８を点灯する
点灯装置３と、筒状のケース部１１およびケース部１１
の上面１１ｆ側に設けられたＧＸ５３口金１２を有し、
ケース部１１に点灯装置３を収納し、基板７の開口６に
配置された装置本体４と、装置本体４の周回に設けられ
た複数個からなり、発光体２がケース部１１の下面１１
ｅよりもＧＸ５３口金１２側に位置するように基板７の
他面７ｂ側を支持して発光体２を装置本体４に固定して
いるアーム５と、を具備している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中央部に開口を有する環状の基板およびこの基板の一面側に設けられた半導体発光素子
を有する発光体と；
　前記半導体発光素子を点灯する点灯装置と；
　筒状のケース部およびこのケース部の上面側に設けられたＧＸ５３口金を有し、前記ケ
ース部に前記点灯装置を収納し、前記基板の開口に配置された装置本体と；
　この装置本体の周回に設けられた複数個からなり、前記発光体が前記ケース部の下面よ
りも前記ＧＸ５３口金側に位置するように前記基板の他面側を支持して前記発光体を前記
装置本体に取り付けているアームと；
を具備していることを特徴とするランプ装置。
【請求項２】
　基板およびこの基板の一面側に設けられた半導体発光素子を有する複数個の発光体と；
　この複数個の発光体の前記半導体発光素子を点灯する点灯装置と；
　筒状のケース部およびこのケース部の上面側に設けられたＧＸ５３口金を有し、前記ケ
ース部に前記点灯装置を収納している装置本体と；
　この装置本体の周回に前記複数個の発光体が配置されるように設けられた複数個からな
り、前記発光体が前記ケース部の下面よりも前記ＧＸ５３口金側に位置するように前記基
板の他面側を支持して前記複数個の発光体をそれぞれ前記装置本体に取り付けているアー
ムと；
を具備していることを特徴とするランプ装置。
【請求項３】
　前記アームは、前記発光体が前記ケース部の下面に対して前記ＧＸ５３口金側に傾斜す
るように前記基板の他面側を支持していることを特徴とする請求項２記載のランプ装置。
【請求項４】
　前記アームは、前記発光体の前記ケース部の下面に対する傾斜角度を可変可能に設けら
れていることを特徴とする請求項３記載のランプ装置。
【請求項５】
　請求項１ないし４いずれか一記載のランプ装置と；
　このランプ装置が着脱されるＧＸ５３口金用ソケットを有する器具本体と；
　前記ＧＸ５３口金用ソケットに装着される前記ランプ装置を覆うように前記器具本体に
取り付けられた透光性のグローブと；
を具備していることを特徴とする照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、ＧＸ５３口金を有するランプ装置およびこのランプ装置が装着さ
れる照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＥＤ素子は、消費電力が小さく、長寿命であるとともに、各種の発光色が得られるの
で、照明器具の光源として白熱電球や蛍光ランプに替えて使用されている。また、ＬＥＤ
素子は、小型、軽量であるので、照明器具を薄型や軽量に形成しやすくさせている。
【０００３】
　一般住宅用の天井用照明器具は、通常、天井側に設けられる本体と、この本体の下面に
ビスなどの取付手段で取り付けられたＬＥＤユニットと、本体に設けられ、ＬＥＤユニッ
トのＬＥＤ素子を点灯制御する点灯装置と、本体に取り付けられ、ＬＥＤユニットを覆う
透光性のグローブを具備している。そして、天井用照明器具は、その本体が天井に固定さ
れた引掛ローゼットに取り付けられている。
【０００４】
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　そして、ＬＥＤユニットは、環状を成し、中央部に窓孔（開口）が形成された基板にＬ
ＥＤ素子が環状に設けられている。これにより、天井用照明器具は、一般住宅用としての
必要な光束を得ている（例えば特許文献１参照。）。
【０００５】
　また、照明器具には、光源としてＧＸ５３口金を用いた薄形のランプ装置を使用するも
のが提案されている。この照明器具は、ランプ装置が接続されるＧＸ５３口金用ソケット
を有する器具本体と、ランプ装置を内包して器具本体に取り付けられるグローブを備えて
いる。また、ランプ装置は、円盤状のランプ装置本体を備え、このランプ装置本体の一面
側にＧＸ５３口金が設けられ、ランプ装置本体の他面側にＬＥＤ素子を有する発光モジュ
ール（発光体）が配設されているとともに発光モジュールを覆う透光性カバーが配設され
ており、ランプ装置本体の内部にＬＥＤ素子を点灯する点灯装置が内蔵されている（例え
ば特許文献２参照。）。このランプ装置は、ランプ装置本体の他面が発光面となっている
。
【０００６】
　ところで、例えば、上記住宅用照明器具において、ＬＥＤユニットをＬＥＤユニットに
ＧＸ５３口金を設けたランプ装置に構成し、本体にＧＸ５３口金用ソケットを配設した構
成にすることが提案される。これにより、ＬＥＤユニットに不点などの不具合が発生した
ときに、ランプ装置の交換で対応することができる。すなわち、ＬＥＤユニットは、その
ＬＥＤ素子が長寿命であっても、製造ばらつきや使用環境などによって、定格寿命（標準
寿命）に至る前にＬＥＤ素子の不点や回路断線等が発生して、使用不能（寿命）となる場
合がある。このとき、ＬＥＤユニットが本体にビスなどの取付手段で取り付けられている
と、ＬＥＤユニットの交換に多大の手間を要し、または、照明器具を交換することになり
、不経済である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００８－１２４００８号公報（第７頁、第５図）
【特許文献２】特開２０１１－１０８５８７号公報（第４頁、第１図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　環状の基板の中央部にＧＸ５３口金を有するランプ装置は、その外径が大きくなるので
、ランプ装置からの入射領域を大きくできる。しかしながら、当該ランプ装置は、窓孔（
開口）を有する環状の基板が発光部となるので、グローブを具備する薄型の照明器具にお
いては、グローブから均一に発光せず、グローブに輝度むらが発生し、外観が損なわれる
ことがある。これを解消するために、ランプ装置とグローブの間を大きくすると、グロー
ブが大型となって照明器具が大型化し、フラット形のランプ装置を用いた照明器具の薄型
化が図れないという欠点を有する。
【０００９】
　本発明の実施形態は、照明器具のグローブを大型化することなくグローブから均一に発
光可能な環状の基板の中央部にＧＸ５３口金を有するランプ装置およびこのランプ装置が
装着される照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　実施形態のランプ装置は、発光体、点灯装置、装置本体およびアームを備えて構成され
る。
【００１１】
　発光体は、中央部に開口を有する環状の基板と、この基板の一面側に設けられた半導体
発光素子とを有してなる。点灯装置は、半導体発光素子を点灯するように形成される。
【００１２】



(4) JP 2013-251112 A 2013.12.12

10

20

30

40

50

　装置本体は、筒状のケース部と、このケース部の上面側に設けられたＧＸ５３口金を有
してなり、ケース部に点灯装置を収納する。そして、発光体の基板の開口に配置される。
【００１３】
　アームは、装置本体の周回に設けられた複数個からなっている。そして、アームは、発
光体が装置本体のケース部の下面よりもＧＸ５３口金側に位置するように発光体の基板の
他面側を支持して発光体を装置本体に取り付ける。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の実施形態によれば、発光体は、装置本体のケース部の下面よりもＧＸ５３口金
側に位置するので、発光体と照明器具のグローブとの間が離れて、発光体の広がり光をグ
ローブに入射することができ、これにより、グローブを均一に発光させることが期待でき
る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１の実施形態を示すランプ装置の一部切り欠き概略側面図である。
【図２】同じく、ランプ装置の概略下面図である。
【図３】同じく、ランプ装置の概略上面図である。
【図４】同じく、装置本体の概略側断面図である。
【図５】同じく、ソケットの概略下面図である。
【図６】同じく、照明器具であり、（ａ）は概略斜視図、（ｂ）は概略上面図である。
【図７】同じく、照明器具の概略側断面図である。
【図８】本発明の第２の実施形態を示すランプ装置の一部切り欠き概略側面図である。
【図９】同じく、ランプ装置の概略下面図である。
【図１０】同じく、照明器具の概略側断面図である。
【図１１】本発明の第３の実施形態を示すランプ装置の一部切り欠き概略側面図である。
【図１２】同じく、ランプ装置の概略下面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の一実施の形態について、図面を参照して説明する。まず、本発明の第１
の実施形態について説明する。
【００１７】
　本実施形態のランプ装置１は、ＧＸ５３口金用ソケットに装着されるものであり、図１
ないし図４に示すように構成され、発光体２、点灯装置３、装置本体４およびアーム５を
備えている。
【００１８】
　発光体２は、図２に示すように、中央部に円形状の開口６を有する環状の基板７と、こ
の基板７の一面７ａ側に設けられた半導体発光素子としてのＬＥＤ素子８とを有して形成
されている。基板７は、平板状の金属板例えば厚さ１．０ｍｍのアルミニウム（Ａｌ）板
からなり、一面７ａに図示しない絶縁層を介してＬＥＤ素子８を実装している。
【００１９】
　ＬＥＤ素子８は、パッケージ品であり、その複数個が基板７の環状の中心７ｃから放射
状となるように基板７の周回方向に等間隔に設けられ、かつ複数列本実施形態では２列に
設けられている。そして、複数個のＬＥＤ素子８は、絶縁層上に形成された不図示の配線
パターンにより直列接続されている。ＬＥＤ素子８は、所定の色光例えば白色光を放射す
るものが用いられている。
【００２０】
　なお、基板７は、ガラスエポキシ材などの合成樹脂板やセラミックス板であってもよい
。また、基板７は、１枚の平板で形成されるに限らず、２分割体や３分割体などの多分割
体の集合体であってもよい。後者の場合、各分割体のＬＥＤ素子８が直列接続されるよう
に、各分割体の間は、例えばジャンパー線が配線される。
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【００２１】
　そして、基板７には、ＬＥＤ素子８を内包するように、保護カバー９が取り付けられて
いる。保護カバー９は、透光性の合成樹脂例えばアクリル樹脂からなり、図１に示すよう
に、環状の基板７に沿うとともに、基板７の内周面７ｄおよび外周面７ｅに当接する環凹
溝に形成されている。そして、保護カバー９は、図３に示すように、その周回方向に等間
隔に複数個の係止爪１０が設けられており、その係止爪１０が基板７の他面７ｂに引っ掛
けられることにより、基板７に固定されている。基板７（発光体２）は、複数個のアーム
５により装置本体４に取り付けられている。
【００２２】
　装置本体４は、図４に示すように、ケース部１１およびＧＸ５３口金１２を有して構成
されている。そして、装置本体４は、複数個のアーム５により基板７の開口６に配置され
ている。ケース部１１は、例えばポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）樹脂からなり、
一端側１１ａに開口１３および他端側１１ｂに天板部１４を有する円筒状に形成されてい
る。そして、ケース部１１は、その一端側１１ａに前面カバー１５を取り付けている。
【００２３】
　前面カバー１５は、不透明の合成樹脂例えばポリカーボネート（ＰＣ）樹脂からなり、
背の低い略円筒状に成型されている。そして、前面カバー１５は、その内面１５ｂ側に設
けた複数個の係止片１６がケース部１１の一端側１１ａの内周面１１ｄに設けられた係止
凹部１７に係止している。これにより、ケース部１１の開口１３は、前面カバー１５によ
り閉塞されている。
【００２４】
　そして、前面カバー１５は、その下面１５ａが平面に形成されている。本実施形態では
、前面カバー１５の下面１５ａは、ケース部１１の下面１１ｅとなっている。また、天板
部１４の上面１４ａは、ケース部１１の上面１１ｆとなっている。そして、ケース部１１
は、図１に示すように、その外周面１１ｃに、放熱面積を増加させるための凹溝１８が形
成されている。
【００２５】
　図４において、ＧＸ５３口金１２は、円筒部２０、この円筒部２０の上面２０ａの中央
部に突出形成された円筒状の突出部２１および円筒部２０の上面２０ａ側において突出部
２１に隣接し突出部２１に対して互いに１８０°の回転位置に配設された一対のランプピ
ン２２，２２からなっている。円筒部２０は、ケース部１１の天板部１４よりも径小に形
成され、中央部側（突出部２１側）の内部に周回方向に複数個のダボ２３が設けられてい
る。このダボ２３に、ねじ２４が螺着される図示しないねじ孔が形成されている。
【００２６】
　ケース部１１の天板部１４には、ダボ２３のねじ孔に対応した挿通孔２５が形成されて
いる。そして、ねじ２４が挿通孔２５を挿通してダボ２３のねじ孔に螺着されている。ね
じ２４は、ケース部１１の開口１３が開放している状態で、開口１３側から取り付けられ
る。こうして、ＧＸ５３口金１２は、天板部１４の上面１４ａ（ケース部１１の上面１１
ｆ）に設けられている。
【００２７】
　一対のランプピン２２，２２は、例えば黄銅からなり、先端側が径大の略円筒状に形成
されている。そして、突出部２１は、その上面２１ａが平面状に形成され、図１に示すよ
うに、その外周面２１ｂには、略Ｌ形のキー溝部２６が互いに１８０°の回転位置となる
ように一対形成されている。このキー溝部２６は、後述するソケット５０に設けられたキ
ー凸部７２（図５に示す。）に嵌合し、ケース部１１をソケット５０に固定するものであ
る。そして、ケース部１１は、点灯装置３を収納している。
【００２８】
　点灯装置３は、平板状の回路基板２７およびこの回路基板２７の一面側に実装された各
種の回路部品２８を有して形成されている。回路基板２７は、例えばガラスエポキシ材か
らなり、略円形状に形成されている。回路部品２８は、回路基板２７に形成された図示の
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配線パターンにより点灯回路を形成している。この点灯回路は、発光体２のＬＥＤ素子８
に定電流を供給して、ＬＥＤ素子８を点灯（発光）させる既知の構成により形成されてい
る。
【００２９】
　そして、回路基板２７は、天板部１４の下面（内面）１４ｂに取り付けられている。す
なわち、回路基板２７には、ねじ２９を挿通する複数個の挿通孔３０が形成されている。
そして、ねじ２９が挿通孔３０を通して天板部１５の図示しないねじ孔に螺着されている
。ねじ２９は、ケース部１１の開口１３が開放している状態で、開口１３側から取り付け
られる。また、回路基板２７には、ねじ２４を挿通させるとともに包囲する開口３１が形
成されている。
【００３０】
　回路基板２７に形成された点灯回路は、その入力端子がリード線３２，３２により一対
のランプピン２２，２２に接続されている。すなわち、天板部１４には、リード線３２，
３２を挿通する挿通孔３３，３３が形成されている。リード線３２，３２は、ＧＸ５３口
金１２が天板部１４に取り付けられるときに、挿通孔３３，３３に通され、回路基板２７
が天板部１４に取り付けられたときに回路基板２７に接続される。
【００３１】
　点灯回路は、一対のランプピン２２，２２およびリード線３２，３２を介して外部電源
を入力する。そして、点灯回路の出力は、回路基板２７の一面側に設けられたコネクタ３
４を介してリード線３５により発光体２に接続されている。
【００３２】
　発光体２は、図３に示すように、装置本体４の周回に設けられた複数個本実施形態では
４個のアーム５により、装置本体４に取り付けられている。４個のアーム５は、装置本体
４の周回方向に９０°間隔で設けられ、発光体２が装置本体４に対して左右対称となるよ
うに装置本体４を基板７の中心７ｃに位置させている。
【００３３】
　アーム５は、金属例えばアルミニウム（Ａｌ）からなっている。そして、アーム５は、
固定部３６、屈曲部３７および取付部３８からなり、これらが一体に成型されている。固
定部３６は、装置本体４のケース部１１の外周面１１ｃに沿う四角形の板状に形成され、
複数個本実施形態では４個のねじ３９によりケース部１１に取り付けられている。すなわ
ち、図４に示すように、固定部３６には、ねじ３９が挿通する挿通孔４０が形成され、ケ
ース部１１には、挿通孔４０に対応する図示しないねじ孔が形成されている。そして、４
個のねじ３９が挿通孔４０を通ってねじ孔に完全に螺着されている。
【００３４】
　屈曲部３７は、例えば断面円形の管状に形成され、その貫通孔４１が固定部３６を貫通
している。そして、４個のアーム５において、各屈曲部３７は、発光部２がケース部１１
の下面１１ｅ（前面カバー１５の下面１５ａ）と平行となるように、かつ発光体２がケー
ス部１１の下面１１ｅよりもＧＸ５３口金１２側に位置するように、それぞれの長手方向
の中間が屈曲されている。
【００３５】
　ケース部１１の外周面１１ｃには、屈曲部３７の貫通孔４１に連通する開口４２が形成
されている。リード線３５は、前もって貫通孔４１に導入されており、固定部３６がケー
ス部１１に取り付けられるときに、開口４２からケース部１１内に引き出される。そして
、リード線３５は、固定部３６がケース部１１に取り付けられた後に、回路基板２７に接
続される。なお、ケース部１１の開口４２は、４個のアーム５の一に対して設けられてい
ればよく、残余に対しては設けなくてもよい。
【００３６】
　図３において、取付部３８は、屈曲部３７の先端３７ａから延在して設けられ、基板７
内に収まる長方形の板状に形成されている。そして、平面状の上面３８ａには、長方形の
短手方向の両端側に上方に起立する補強用の起立片４３，４３が設けられている。また、
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上面３８ａには、複数個本実施形態では２個のダボ４４が設けられている。このダボ４４
には、ねじ４５のねじ孔（図示しない。）が形成されている。
【００３７】
　そして、図１に示すように、基板７の一面７ａ側から基板７に形成された図示しない挿
入孔を通してねじ４５がダボ４４のねじ孔に完全に螺着されている。これにより、基板７
は、その他面７ｂ側が取付部３８の下面に密接して取付部３８に支持されている。
【００３８】
　そして、点灯装置３の出力線であるリード線３５は、屈曲部３７から取付部３８の上面
３８ａに沿って配線され、先端に設けたコネクタ４６が基板７の他面７ｂ側に設けられた
コネクタ４７に接続されている。このコネクタ４７にはリード線４８，４８が接続されて
いる。リード線４８，４８は、図２に示すように、基板７に設けられた貫通孔４９を通っ
て基板７の一面７ａ側に導出され、直列接続された両端側のＬＥＤ素子８にそれぞれ接続
されている。
【００３９】
　こうして、４個のアーム５は、図１に示すように、発光体２が装置本体４のケース部１
１の下面１１ｅよりもＧＸ５３口金１２側に位置するように、装置本体４に取り付けられ
ている。ここで、発光体２が装置本体４のケース部１１の下面１１ｅよりもＧＸ５３口金
１２側に位置するとは、基板７およびＬＥＤ素子８の全部がケース部１１の下面１１ｅと
同一面よりもＧＸ５３口金１２側に幾何学的に（数学的に）位置することを意味する。
【００４０】
　そして、発光体２は、ケース部１１の下面１１ｅよりもＧＸ５３口金１２側に位置する
ほど好ましい。これは、ランプ装置１をグローブ付きの照明器具に搭載したときに、発光
体２がグローブから可能な限り離れているのが望ましいことによる。
【００４１】
　しかしながら、発光体２がＧＸ５３口金１２の突出部２１の上面２１ａよりもさらに装
置本体４の後方側に位置していると、照明器具によっては、ランプ装置１をＧＸ５３口金
用ソケットに取り付けることができない。すなわち、ＧＸ５３口金用ソケットは、照明器
具の器具本体に取り付けられている。この器具本体には、配線部品、電気部品や取付け部
材などが設けられている。発光体２が器具本体、配線部品、電気部品や取付け部材などに
当接すると、ランプ装置１をＧＸ５３口金用ソケットに取り付けることができないもので
ある。
【００４２】
　ランプ装置１は、発光体２がＧＸ５３口金１２の突出部２１の上面２１ａよりもさらに
装置本体４の後方側に位置するように形成されていてもよい。しかし、ランプ装置１を汎
用して照明器具に取り付けるために、ランプ装置１は、発光体２がＧＸ５３口金１２の突
出部２１の上面２１ａよりも装置本体４の後方側に位置しないように形成されるのが望ま
しい。すなわち、ランプ装置１は、発光体２がケース部１１の下面１１ｅないし突出部２
１の上面２１ａの間に位置するように設けられるのが望ましい。
【００４３】
　上述したように形成されたランプ装置１は、図７に示すように、ＧＸ５３口金用ソケッ
ト５０（以下、ソケット５０という。）を具備する照明器具５１に着脱される。照明器具
５１は、例えば浴室に設置される防水形照明器具であり、図６（ａ）に示すように、環状
の器具本体５２およびドーム状のグローブ５３を備えている。
【００４４】
　器具本体５２は、例えばポリプレン樹脂からなり、図７に示すように、底部５４および
環状壁部５５を有する略円筒状に成型されている。そして、底部５４の内面５４ｂには、
複数個本実施形態では４個のダボ５６（図７中、２個のみを示す。）が設けられている。
各ダボ５６は、底部５４の内面５４ｂから所定長で垂下し、内部に段付きの挿入孔５７が
形成されている。そして、挿入孔５７に挿入されたねじ５８と、このねじ５８に螺着され
たナット５９とにより、４個のダボ５６にソケット取付け金具６０が取り付けられている
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。
【００４５】
　ソケット取付け金具６０は、例えば溶融亜鉛めっき鋼板からなり、１枚の四角形鋼板の
中間部分を両端側に亘って略凹状に凹まして、上板部６０ａおよび底板部６０ｂに形成さ
れている。そして、上板部６０ａに形成された図示しない挿通孔にねじ５８が挿通され、
上板部６０ａ側がダボ５６に取り付けられている。また、上板部５９には、アース用のね
じ６１が設けられているとともに、端子台６２が棒状のねじ６３により取り付けられてい
る。
【００４６】
　そして、底板部６０ｂには、複数個本実施形態では４個のスペーサ６４（図７中、２個
のみを示す。）が棒状のねじ６５により取り付けられている。スペーサ６４は、金属例え
ば黄銅からなり、所定の垂下長を有する円柱または角柱に形成され、ねじ６５が螺合する
図示しないねじ孔が形成されていて、そのねじ孔に螺着されたねじ６５により、底板部６
０ｂから垂下するようにして底板部６０ｂに固定されている。そして、スペーサ６４にソ
ケット５０が取り付けられている。すなわち、ソケット５０は、スペーサ６４を介してソ
ケット取付け金具６０に取り付けられている。
【００４７】
　ソケット５０は、例えばポリカーボネート（ＰＣ）樹脂からなり、図５に示すように、
その外周側に切り欠き部６６ａ，６６ａ，６６ｂ，６６ｂを有し、その中央側に中央孔６
７を有する円筒体６８が背面側（ソケット取付け金具６０側）に突出するように設けられ
たリング状に形成されている。そして、ソケット５０は、中央孔６７の周りに、互いに１
８０°回転対称となるように一対のだるま孔６９，６９が形成されているとともに、段付
きのねじ穴７０を有するリブ７１が背面側に４個突出形成されている。
【００４８】
　また、ソケット５０は、背面側にだるま孔６９，６９にそれぞれ沿うように図示しない
一対の受け金が設けられている。円筒体６８には、中央孔６７側に突出する一対のキー凸
部７２が形成されている。
【００４９】
　そして、ソケット５０は、リブ７１のねじ穴７０に挿入された図示しないねじがスペー
サ６４のねじ孔に螺着されることにより、図７に示すように、スペーサ６４を介してソケ
ット取付け金具６０に取り付けられている。そして、一対の受金には、端子台６２から配
線された電源線７３，７３が接続されている。
【００５０】
　そして、器具本体５２の底部５４の上面５４ａには、図６（ｂ）に示すように、両端が
半円に形成された２個の取付け孔７４と、両端が半円に形成された１個の取付け孔７５と
、円形の導入孔７６が設けられている。導入孔７６は、底部５４の上面５４ａの中心位置
に形成され、取付け孔７４および取付け孔７５は、導入孔７６を挟むとともに、互いに直
交する方向となるように形成されている。
【００５１】
　底部５４の上面５４ａには、取付け孔７４、取付け孔７５および導入孔７６がそれぞれ
露出するように、所定の肉厚例えば３～５ｍｍを有する円形のパッキン７７が設けられて
いる。パッキン７７は、例えばシリコーンゴムからなる。
【００５２】
　取付け孔７４および取付け孔７５には、底部５４の下面５４ｂ側から図示しない取付け
ねじが挿入される。器具本体５２は、当該取付けねじが例えば浴室の壁面に設けられた取
付け部材のねじ孔に螺着されることにより、浴室の壁面に取り付けられている。
【００５３】
　そして、底部５４の導入孔７６には、取付け部材側から外部電源の図示しない電源ケー
ブルが導入されている。そして、電源ケーブルは、ソケット取付け金具６０に取り付けら
れている端子台６２に接続されている。
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【００５４】
　図７において、グローブ５３は、器具本体５２が浴室の壁面に取り付けられた状態で、
ランプ装置１が装着された後に、器具本体５２に取り付けられる。グローブ５３は、光拡
散性を有する例えば乳白のアクリル樹脂からなり、ランプ装置１を覆う大きさのドーム状
に成型されている。
【００５５】
　グローブ５３は、その開放端側の環状の取付け部５３ａが器具本体５２の環状壁部５５
に嵌め込まれて、器具本体５２に取り付けられている。このとき、取付け部５３ａと、底
部５４の内面５４ｂおよび環状壁部５５との間には、パッキン７８が介在されている。こ
れにより、グローブ５３側からの防水性が図られている。パッキン７８は、例えば白色の
シリコーンゴムからなっている。
【００５６】
　図５において、ＬＥＤ装置１は、そのＧＸ５３口金１２の突出部２１がソケット５０の
中央孔６７に挿入され、その一対のランプピン２２，２２が一対のだるま孔６９，６９に
挿入される。そして、ＬＥＤ装置１が回動されることにより、一対のランプピン２２，２
２がソケット５０の背面側にだるま孔６９，６９に沿うように設けられている図示しない
一対の受け金にそれぞれ接続する。また、キー溝部２６，２６が円筒体６８に設けられた
キー凸部７２，７２にそれぞれ嵌合し、ＬＥＤ装置１がソケット５０に固定される。こう
して、図７に示すように、ＬＥＤ装置１は、ソケット５０に装着されている。
【００５７】
　次に、第１の実施形態の作用について述べる。
【００５８】
　照明器具５１に外部電源が投入されると、端子台６２および電源線７３，７３を介して
ソケット５０が給電される。
【００５９】
　ランプ装置１の点灯装置３には、一対のランプピン２２，２２およびリード線３２，３
２を介して外部電源の交流電圧（例えばＡＣ１００Ｖ）が入力する。点灯装置３は、その
回路部品２８によって形成される点灯回路が動作して、リード線３５を介して発光体２に
定電流を供給する。これにより、ＬＥＤ素子８は、点灯し、発光体２から白色光が放射さ
れる。
【００６０】
　発光体２から放射された放射光は、広がり光となって保護カバー９を通過し、照明器具
５１のグローブ５３に入射する。入射光は、グローブ５３にて光拡散されて、グローブ５
３の外方に出射する。この出射光により、外方の被照射面や被照射物などが照明される。
【００６１】
　そして、発光体２は、装置本体４のケース部１１の下面１１ｅよりもＧＸ５３口金１２
側に位置するので、図７に示すように、発光体２と、発光体２に正対しているグローブ５
３部分との間が相応に離れている。発光体２から放射された放射光は、広がり光となって
グローブ５３に入射するので、発光体２に正対しているグローブ５３部分およびその周囲
に放射光が入射する。
【００６２】
　また、グローブ５３は、ドーム状に形成されているので、発光体２と、発光体２の中央
部の開口６に正対しているグローブ５３部分（前面５３ａ）との間は、発光体２と発光体
２に正対しているグローブ５３部分との間よりもさらに離れている。発光体２の中央部の
開口６に正対しているグローブ５３部分（前面５３ａ）は、発光体２の環状の内側に向か
う広がり光が入射する。
【００６３】
　こうして、発光体２よりも前方側に位置するグローブ５３部分には、発光体２から放射
された広がり光が入射し、光拡散されて、当該グローブ５３部分が均一に発光する。当該
グローブ５３部分には、輝度むらが発生しなくなる。
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【００６４】
　そして、発光体２が装置本体４のケース部１１の下面１１ｅよりもＧＸ５３口金１２側
に位置していることにより、グローブ５３を大型化することなく、発光体２とグローブ５
３とを大きく離すことができるので、照明器具５１の小型化が図れる。
【００６５】
　本実施形態のランプ装置１によれば、発光体２は、装置本体４のケース部１１の下面１
１ｅよりもＧＸ５３口金１２側に位置するので、発光体２と照明器具５１のグローブ５３
との間が離れて、発光体２の広がり光をグローブ５３のほぼ全域に均一に入射することが
でき、これにより、グローブ５３を均一に発光させることができるという効果を有する。
【００６６】
　また、本実施形態の照明器具５１によれば、発光体２が装置本体４のケース部１１の下
面１１ｅよりもＧＸ５３口金１２側に位置するランプ装置１を装着するので、グローブ５
３を大型化して発光体２とグローブ５３との間を離す必要がなく、これにより、照明器具
５１を小型化できるという効果を有する。
【００６７】
　なお、本実施形態において、ランプ装置１は、グローブ５３付きの照明器具５１に装着
したが、グローブ５３を有さない照明器具に搭載されてもよい。この場合であっても、発
光体２からの広がり光が外方の被照射面や被照射物などに均一に照射して、被照射面や被
照射物などを照射むらなく照明することができる。
【００６８】
　また、照明器具５１は、壁面などに取り付けられる直付け形に限らず、埋め込み形や吊
り下げ形の照明器具であってもよい。
【００６９】
　また、ランプ装置１の発光体２は、半導体発光素子としてパッケージ品のＬＥＤ素子８
を用いたが、これに限らず、ＬＥＤベアチップをＣＯＢ（Chip　On　Board）方式で実装
して透光性樹脂で封止したものを用いて形成してもよい。また、半導体発光素子として、
有機エレクトロルミネセンス（ＥＬ）素子を用いてもよい。
【００７０】
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。
【００７１】
　本実施形態のランプ装置８１は、図８および図９に示すように形成されている。なお、
図１および図２と同一部分には、同一符号を付して説明は省略する。
【００７２】
　図８にランプ装置８１は、図１に示すランプ装置１において、発光体２が複数個の発光
体８２に、アーム５がアーム８３に形成されたものであり、その他の構成は同一である。
【００７３】
　発光体８２は、図９に示すように、基板８４およびＬＥＤ素子８を有して形成されてい
る。基板８４は、図２に示す基板７を周回方向にほぼ均等に８分割にしたものである。各
基板８４の一面８４ａ側には絶縁層を介してＬＥＤ素子８が実装されている。
【００７４】
　ＬＥＤ素子８は、環状に配置（集合）される各基板８４の中心８４ｃから放射状となる
ように環状の周回方向に等間隔となるように設けられ、かつ複数列本実施形態では２列に
設けられている。そして、各基板８４のＬＥＤ素子８は、絶縁層上に形成された不図示の
配線パターンにより列毎に直列接続され、基板８４，８４間は、基板８４の他面側に配線
されたジャンパー線８５により列毎に直列接続されている。
【００７５】
　そして、複数個本実施形態では８個の発光体８２のＬＥＤ素子８は、装置本体４のケー
ス部１１内に収納された点灯装置３により点灯される。
【００７６】
　そして、各基板８４には、ＬＥＤ素子８を内包するように、保護カバー８６が図２に示
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す保護カバー９の場合と同様にして取り付けられている。保護カバー８６は、保護カバー
９と同様の透光性の合成樹脂例えばアクリル樹脂からなっている。そして、各基板８４（
発光体８２）は、それぞれアーム８３により装置本体４に取り付けられている。
【００７７】
　アーム８３は、装置本体４のケース部１１の周回方向に等間隔（２２．５°）に設けら
れた８個からなり、基板８４の他面側を支持して、８個の発光体８２を装置本体４に取り
付けている。そして、アーム８３は、図１に示すアーム５において屈曲部３７の屈曲構造
が異なる以外、アーム５と同様に形成されている。すなわち、アーム８３は、図８に示す
ように、固定部３６、屈曲部３７Ａおよび取付部３８からなり、これらが一体に成型され
ている。
【００７８】
　各アーム８３の屈曲部３７Ａは、発光体８２がケース部１１の下面１１ｅ（前面カバー
１５の下面１５ａ）よりもＧＸ５３口金１２側に位置するとともに、発光体８２がケース
部１１の下面１１ｅに対してＧＸ５３口金１２側に近づいて傾斜するように、長手方向の
中間が屈曲されている。発光体８２のケース部１１の下面１１ｅに対する傾斜角度は、例
えば１５°～３０°である。
【００７９】
　そして、ランプ装置８１は、図１０に示すように、例えば照明器具５１Ａのソケット５
０に取り付けられる。発光体８２は、装置本体４のケース部１１の下面１１ｅに対してＧ
Ｘ５３口金１２側に近づくように傾斜している分、発光体８２から放射された広がり光が
ランプ装置８１の前方に対する側方側に放射されて、グローブ５３の側面５３ｂ側に入射
される。
【００８０】
　そして、発光体８２がＧＸ５３口金１２側に傾斜している分、発光体２とグローブ５３
の側面５３ｂとの間が離れている。発光体２から放射された放射光は、広がり光となって
グローブ５３の側面５３ｂ側およびその周囲に入射する。また、グローブ５３の前面５３
ａ側には、発光体８２の環状の内側に向かう広がり光が入射する。すなわち、発光体８２
の傾斜角度は、例えば１５°～３０°であるので、グローブ５３の前面５３ａ側に対して
も発光体８２の広がり光が入射される。
【００８１】
　こうして、発光体２から放射された広がり光は、グローブ５３の側面５３ｂ側に入射し
易くなり、これにより、グローブ５３全体がより均一に発光するようになる。
【００８２】
　本実施形態のランプ装置８１によれば、複数個の発光体８２は、装置本体４のケース部
１１の下面１１ｅよりもＧＸ５３口金１２側に位置しているとともに、ケース部１１の下
面１１ｅに対してＧＸ５３口金１２側に近づくように傾斜しているので、複数個の発光体
８２と照明器具５１のグローブ５３の側面５３ｂとの間がより離れて、複数個の発光体８
２の広がり光がグローブ５３の側面５３ｂおよびその周囲に入射することにより、グロー
ブ５３全体をより均一に発光させることができるという効果を有する。
【００８３】
　そして、ランプ装置８１を装着する照明器具５１Ａによれば、発光体８２の広がり光が
グローブ５３の側面５３ｂ側により入射することにより、照明器具５１Ａの前方に対する
側方側の照明領域を明るく照明できるという効果を有する。
【００８４】
　なお、ランプ装置８１は、各発光体８２が各アーム８３により前記傾斜するように形成
されたが、これに限らず、各発光体８２がケース部１１の下面１１ｅと平行となって配置
されるように、各アーム８３の屈曲部３７Ａの構造が形成されるものであってもよい。
【００８５】
　また、ランプ装置８１は、グローブ５３を有さない照明器具に搭載されてもよい。
【００８６】
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　次に、本発明の第３の実施形態について説明する。
【００８７】
　本実施形態のランプ装置９１は、図１１および図１２示すように形成されている。なお
、図８および図９と同一部分には、同一符号を付して説明は省略する。
【００８８】
　図１１に示すランプ装置９１は、図８に示すランプ装置８１において、各発光体８２の
ケース部１１の下面１１ｆに対する傾斜角度を可変可能に形成されたものであり、アーム
８３がアーム９２に形成された以外、その他の構成はランプ装置８１と同一である。
【００８９】
　アーム９２は、図８に示すアーム８１において、固定部３６および屈曲部３７Ａの構造
が異なる以外、アーム８１と同様に形成されている。すなわち、アーム９２は、固定部３
６Ａ、屈曲部３７Ｂおよび取付部３８からなっている。そして、固定部３６Ａと屈曲部３
７Ｂとは分離され、屈曲部３７Ｂと取付部３８とは、一体に成型されている。
【００９０】
　固定部３６Ａは、その上面３６Ａａの少なくとも一部が平面であり、その下面３６Ａｂ
が装置本体４のケース部１１の外周面１１ｃに沿う曲面である四角形の板状に形成されて
いる。そして、固定部３６Ａは、第１の実施形態において図４により説明したようにして
、複数個本実施形態では４個のねじ３９によりケース部１１に取り付けられている。
【００９１】
　そして、固定部３６Ａは、その上面３６Ａａの平面部分に可動部品９３を設けている。
この可動部品９３は、合成樹脂例えばユリア樹脂により成型され、有底の楕円筒部９４、
楕円筒部９４の左右両側に設けられた収納部９５，９５、楕円筒部９４の上下両側と収納
部９５，９５とにそれぞれ一体に設けられた４個の耳部（取付部）９６および収納部９５
，９５内に配設された一対の軸受部９７，９７を有している。
【００９２】
　可動部品９３は、その耳部９６が図示しないねじにより固定部３６Ａの上面３６Ａａに
取り付けられている。そして、一対の軸受部９７，９７には、金属からなる円柱状の回転
軸９８，９８がそれぞれ取り付けられている。回転軸９８，９８は、屈曲部３７Ｂに密接
して、一対の取付け部材９９，９９により屈曲部３７Ｂに固定されている。すなわち、一
対の取付け部材９９，９９は、回転軸９８，９８および屈曲部３７Ｂが連結するように、
回転軸９８，９８および屈曲部３７Ｂに図示しないねじにより取り付けられている。一対
の取付け部材９９，９９は、金属からなり、回転軸９８，９８および屈曲部３７Ｂのそれ
ぞれの外面に沿う板状に形成されている。
【００９３】
　屈曲部３７Ｂは、例えば断面円形のパイプに形成され、その基端３７Ｂｂ側が可動部品
９３の楕円筒部９４内に挿入されて、回転軸９８，９８に取り付けられている。屈曲部３
７Ｂの先端３７Ｂａには、取付部３８が設けられている。
【００９４】
　そして、複数個本実施形態では８個のアーム９２は、図１２に示すように、リング状で
あって、断面コ字形に形成された連結体１００により互いに連結されている。連結体１０
０には、屈曲部３７Ｂを嵌め込んで挟持する嵌め込み部１００ａが形成されていて、この
嵌め込み部１００ａが屈曲部３７Ｂに嵌め込まれている。
【００９５】
　図１１において、８個のアーム９２は、屈曲部３７Ｂまたは連結体１００を手で持って
ケース部１１の上面１１ｆ側または下面１１ｅ側に回転される。この回転は、屈曲部３７
Ｂが可動部品９３の楕円筒部９４に当接するまで行える。そして、アーム９２の回転によ
り、各発光体８２のケース部１１の下面１１ｅに対する傾斜角度が可変される。すなわち
、アーム９２をケース部１１の上面１１ｆ側に回転させると、発光体８２は、さらにＧＸ
５３口金１２側に近づくように傾斜し、そのケース部１１の下面１１ｅに対する傾斜角度
が大きくなる。
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　また、アーム９２をケース部１１の下面１１ｅ側に回転させると、発光体８２は、ＧＸ
５３口金１２側から遠ざかるように傾斜する。そして、アーム９２の屈曲部３７Ｂが可動
部品９３の楕円筒部９４に当接すると、発光体８２は、ケース部１１の下面１１ｅと略同
一面状に位置する。
【００９７】
　可動部品９３の一対の軸受部９７，９７は、アーム９２の回転が停止した位置で、回転
軸９８，９８を支持して、アーム９２の屈曲部３７Ｂを固定する。これにより、発光体８
２は、ケース部１１の下面１１ｅに対する所望の傾斜角度で装置本体４に固定される。
【００９８】
　本実施形態のランプ装置９１によれば、アーム９２をケース部１１の上面１１ｆ側また
は下面１１ｅ側に回転させることにより、発光体８２は、ケース部１１の下面１１ｅに対
する傾斜角度が可変するので、装置本体４の前方側の照射領域を変化させることができる
という効果を有する。また、ランプ装置９１を装着した照明器具５１Ａも、グローブ５３
を均一に発光させた状態で、グローブ５３の前方側の照射領域を変化できるという効果を
有する。
【００９９】
　なお、ランプ装置９１は、各発光体８２がケース部１１の下面１１ｅと平行となるよう
に配置されている状態からアーム９２をケース部１１の上面１１ｆ側または下面１１ｅ側
に回転させるように、アーム９２の屈曲部３７Ｂの構造が形成されるものであってもよい
。この場合、アーム９２をケース部１１の下面１１ｅ側に回転させることにより、発光体
８２をケース部１１の下面１１ｅ側に近づけて傾斜させることができるので、発光体８２
から放射された広がり光を被照射面側に集光させて、被照射面側を明るく照明することが
できる。
【符号の説明】
【０１００】
　１，８１，９１…ランプ装置、　２，８２…発光体、　３…点灯装置、　４…装置本体
、　５，８３，９２…アーム、　７，８４…基板、　８…半導体発光素子としてのＬＥＤ
素子、　１１…ケース部、　１２…ＧＸ５３口金、　５０…ＧＸ５３口金用ソケット、　
５１，５１Ａ…照明器具、　５２…器具本体、　５３…グローブ
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